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地域でつくる子どもたちの｢居場所｣

　こども食堂は、子どもが一人でも参加でき、みんなで過ごし、みんなでご飯を食べる、温かい団らん

の場です。全国的に広がりを見せており、現在９,０００か所以上で開催されています。食事以外にも遊び

や体験、地域の方々との交流を通して、子どもたちの｢居場所｣を地域全体で作り、見守っていく場でも

あります。

　町では、学童保育が休みとなる日曜日・祝日に、子どもたちが楽しく過ごせる｢居場所｣作りのため、

今年度初めてこども食堂を開催しました。

町の話題に関する謎解きに挑戦！

昔の遊び、けん玉にすっかり夢中♪オセロやゲームでお友達と対戦 クレーンゲームで景品ゲットできたかな？

　12月17日に常盤生涯学習文化会
館、１月７日に町文化センターでこ

ども食堂が開催され、２日間を通し

て18人の子どもたちが参加しまし
た。参加した子どもたちは謎解き

やカルタ、けん玉などに挑戦した

り、絵の具でお絵描きをしたりと、

楽しい時間を過ごしていました。

■お問合せ　住民課子育て支援係　☎88ー8184
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みんなで食べるご飯はおいしいね！

　待ちに待ったお昼ご飯の時間。

子どもたちの元気いっぱいの｢いた

だきます｣の声が響き渡り、食事を

作ってくれた町母子寡婦福祉会の

会員のみなさん、スタッフのみん

なでお話をしながら楽しくご飯を

食べていました。

子どもたちはみんな笑顔

ーこども食堂への思いを聞かせてください。 

　子育て支援の給付金や手当などの金銭的サポートも大切ですが、子育て

はお金では解決できないこともたくさんあります。例えば、仕事の帰りが

遅く子どもと過ごす時間が少ない、共働きで土日に子どもの面倒を見るこ

とができないなど、それぞれの家庭で抱える問題は様々です。こども食堂

が遊び、学び、友達づくりを目的に、子どもたちにご飯を食べながら楽し

く過ごしてもらいたい、保護者の方も安心できる場所として提供したいと

の思いで開催しました。

 ー今後どのようなこども食堂を目指しますか？

　今回のこども食堂は、町母子寡婦福祉会との共催で開催しましたが、野菜やお肉

など食材を提供してくれたり、当日お手伝いに来てくれるなど、多くの支援に感激

しました。

　また、学校が異なる子ども同士が、その場ですぐに仲良くなって一緒に遊んでい

たのも印象に残っています。

　今後も地域の方々の協力を得ながら、子どもたちが子どもらしく過ごせる場の提

供に向けて取り組んでいきたいと思います。

子どもたちに当日のスケジ

ュールを説明する石澤係長

住民課 子育て支援係

石澤 妙子 係長

町担当者のこども食堂への思い

　町母子寡婦福祉会(会長 舘山 廣子)は、地域の人たちが安心して暮らすこ

とができるよう、ひとり親家庭や生活困窮者世帯への支援、ボランティア

活動を行っています。

　今回は、会員のみなさんがお昼ご飯を調理し、カレーライス、スパサラ

ダ、りんご、肉団子のみそ汁、ヨーグルト、お菓子が提供されました。カ

レーライスをおかわりする子どもたちもいて、温かく、心のこもった料理

は子どもたちに大好評でした。

町母子寡婦福祉会のみなさんが協力してくれました！

子どもたちのために、食事の準備

頑張ります！
舘山会長から献立についての

説明がありました

町母子寡婦福祉会のみなさん

子どもたちにカレーライスを

盛り付けします

大きな声で｢いただきます！｣
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場所：常盤生涯学習文化会館

12
　10  

みんなで凧を制作しました

　町子ども会育成連合会が主催する｢凧作り教室｣が

開催され、４名が参加しました。教室に参加した

奈良岡 到さん(常盤小３年)は、｢顔の色、まゆげや

目など顔のパーツをうまく描くことができた。普段

ねぷた絵を描いているが、顔や描き方が違っている

ので難しかったけど楽しかった｣と笑顔で完成した

凧を持ち帰りました。

場所：役場応接室

子どもたちに美味しいりんごを
場所：水木地区ふるさとセンター

12
　17  

住民の安心・安全のために

　水木地区ふるさとセンターにおいて、町消防団

第13分団小型動力ポンプ付積載車交付式・入魂式
が執り行われ、参加した分団員と関係者は無火災を

祈願し、地域住民の生命と財産を守るため気持ちを

新たにしました。

Town TopicsTown Topics

場所：役場応接室

12
　25

全国大会出場おめでとう！

　藤崎中学校女子バスケットボール部が、令和５年

度第４回青森県Ｕ15バスケットボール選手権大会で
優勝し、全国大会出場を決めました。キャプテンの

藤本 萌那さんは｢県大会ではチーム１人１人が頑張

り優勝できた。全国大会では初戦突破を目指し昨年

のリベンジを果たしたい｣と話していました。

場所：柏木堰集会所

柏木堰町内会 生け花教室を開催12
 27

　柏木堰老人クラブ老喜会が、地域の交流を深め

る新しい取組として｢生け花教室｣を開催し、６名

が参加しました。会員の福士 友子さんが講師とな

り、茎の長さや配置、花を美しく見せるアドバイ

スをしながら生け花を完成させていました。参加

した小野 やなさんは｢みなさんと交流しながら花

を生けて楽しかった｣と話していました。

　昨年の猛暑に負けずおいしく育ったりんごを子ど

もたちに食べて欲しいと、町内の農家、浅瀬石 純司さ

んより、りんご140kgの寄贈がありました。寄贈され
たりんごは１月16日と22日に町内小中学校の給食で
提供され、児童は｢食感が良く、甘くて美味しかった｣

と話していました。

場所：役場応接室

12
　20  

税の勉強に役立てて
場所：町社会福祉協議会

ときわ温泉利用者150万人達成

　ときわ温泉の利用者150万人目となった町内在住
の舘山 昭雄さんに、町社会福祉協議会の山内会長

から表彰状と記念品が贈呈されました。舘山さんは

｢いつも利用しているのでとても嬉しい。健康のた

めにこれからも利用したい｣と話していました。

場所：イオン藤崎店

特殊詐欺被害の防止に向けて

　町のマスコットキャラクタージャン坊くんが｢特

殊詐欺被害防止戦隊ゆるレンジャー｣に任命され、

県下一斉の特別警戒活動として広報活動を行いまし

た。広報活動には、防犯指導隊員なども参加し、買

い物客にチラシ等を配付して、特殊詐欺被害の防止

を呼びかけました。

12
　13  

12
　20  

12
　21  

　黒石間税会(会長 村上 末次)より、世界の消費税を

学べるクリアファイル130枚の寄贈があり、町内の
中学校３年生に配布されました。

　村上会長は｢クリアファイルで税への関心を高め、

勉強にも役立てて欲しい｣と話していました。

場所：役場応接室

全国大会優勝おめでとうございます１
12

　津軽居合抜刀道会の佐々木 晃さん(木挽町)が、鹿

島神宮(茨城県)で行われた居合抜刀道第19回全国大
会において、自由斬高段者ノ部と、居合斬選抜対抗

戦の２部門で優勝しました。佐々木さんは｢強い選

手が出場していた中で優勝でき嬉しい。来年も出場

し連覇したい｣と話していました。

場所：町文化センター

１
　10  

食物繊維について学ぼう

　町食生活改善推進員会が主催する｢子ども料理教

室｣が開催され、町内の小学生10名が参加しました。
　今回は食物繊維が多く含まれる食材を使って、お

からといわしのハンバーグなど３品を作りました。

完成後はみんなで楽しく試食しました。

１
　14  

　役場周辺において消防出初式が行われ、町消防団による放水訓練や分列行進、纏
まとい

振りなどが

実施されました。浅瀬石 潤悦消防団長は｢町民の命を守るという断固たる意志を持ち、日々精進

してほしい｣と消防団員に呼びかけ、防火防災に対する決意を新たにしました。

防火防災に対する決意を新たに ～藤崎町消防出初式～

消防団員による放水訓練 纏隊による纏振りの披露 式典では、優良団員の表彰などが行われました
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令
和
５
年
第
４
回　

議
会
定
例
会

会
期 

12
月
１
日
〜
８
日
の
８
日
間

審議された議案の案件及び内容審議された議案の案件及び内容

■発議

・・藤崎町議会議員の議員報酬及び費用弁償の額等並びにその支給条例の一部を改正

する条例案

・・西十和田トンネル(仮称)の早期建設を求める意見書案

■議案

・・ふじさき産業文化交流施設(リンゴカ)の設置及び管理に関する条例案

・・藤崎町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案

・・藤崎町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を

改正する条例案

・・藤崎町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町長期継続契約に関する条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町町営住宅条例の一部を改正する条例案

・・ふじさき産業文化交流施設(リンゴカ)の指定管理者の指定の件

・・令和５年度藤崎町一般会計補正予算(第５回)案

・・令和５年度藤崎町国民健康保険(事業勘定)特別会計補正予算(第３回)案

・・令和５年度藤崎町後期高齢者医療特別会計補正予算(第２回)案

・・令和５年度藤崎町介護保険(事業勘定)特別会計補正予算(第３回)案

・・令和５年度藤崎町水道事業会計補正予算(第３回)案

・・令和５年度藤崎町下水道事業会計補正予算(第３回)案

補
正
予
算

■
一
般
会
計

　

青
森
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
基

づ
く
給
与
改
定
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と

納
税
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
燃
料
費
・

電
気
料
金
高
騰
へ
の
対
応
を
中
心
と

し
た
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
２
億

４
６
５
３
万
５
千
円
を
追
加
し
ま
し

た
。

■
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険(

事
業
勘
定)

特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
と
も　

　

８
０
３
万
円　

減
額

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
と
も　

　

13
万
７
千
円　

追
加

・
介
護
保
険(

事
業
勘
定)

特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
と
も　

　

３
４
８
８
万
１
千
円　

追
加

■
公
営
企
業
会
計

・
水
道
事
業
会
計　

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出

　

支
出　

変
更
な
し(

人
件
費
の
調
整)

　

令
和
５
年
12
月
１
日
か
ら
８
日
ま

で
、
令
和
５
年
第
４
回
藤
崎
町
議
会
定

例
会
が
開
か
れ
、
発
議
２
件
、
議
案
18

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可

決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

医
療
費
無
償
化
高
校
生
ま

で
拡
充
に
つ
い
て

医
療
費
無
償
化
高
校
生
ま

で
拡
充
に
つ
い
て
は
、
児

童
福
祉
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
国
の
制
度
と
し
て
医

療
費
助
成
の
支
援
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、来
年
度

か
ら
県
で
取
り
組
む
予
定
の
子
育

て
経
費
無
償
化
政
策
に
つ
い
て
も

動
向
を
確
認
し
、
事
業
の
早
期
実

現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

努
力
義
務
と
な
っ
た
自
転
車
の

努
力
義
務
と
な
っ
た
自
転
車
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て

①
着
用
率
を
上
げ
る
た
め

の
施
策
を
町
で
は
考
え
て

い
る
か 一 

般 

質 

問

・
下
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出

　

収
入
支
出
と
も

　

23
万
２
千
円　

減
額

石
澤  

貴
幸  

議
員

医
療
費
無
償
化
高
校
生
ま
で

医
療
費
無
償
化
高
校
生
ま
で

拡
充
に
つ
い
て

拡
充
に
つ
い
て

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

街
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
上

位
と
な
っ
た
我
が
町
に｢

こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い｣

、｢

こ
の
町

の
た
め
に
何
か
し
た
い｣

と
感
じ

て
も
ら
う
た
め
の
施
策
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
旧
弘
前
実
業
高
等
学
校

藤
崎
校
舎
は
、
町
民
の
健
康
づ
く

り
、
り
ん
ご｢

ふ
じ｣

発
祥
の
地
、

町
の
歴
史
文
化
の
発
信
拠
点
、
さ

ら
に
町
の
新
し
い
産
業
へ
の
試
金

石
と
な
る
施
設
園
芸
農
産
物
の
栽

培
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
で
閉
鎖
す
る
診

療
所
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

国
や
県
に
お
い
て
展
開
し
て
い
る

子
ど
も
家
庭
庁
に
対
応
す
る
包
括

的
な
組
織
体
制
と
施
設
機
能
を
有

し
、
町
民
の
健
康
増
進
及
び
相
談

支
援
機
能
等
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
先
進
的
な
行
政
施
設
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
や
教
育
、
定
住
促
進
、
観

光
振
興
な
ど
の
重
要
施
策
に
も
継

続
し
て
取
り
組
み
、
30
年
後
、
50

年
後
に
お
い
て
も
、
い
き
い
き
と

し
た
藤
崎
町
が
存
続
で
き
る
よ
う
、

日
々
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

旧
弘
前
実
業
高
等
学
校
藤
崎

旧
弘
前
実
業
高
等
学
校
藤
崎

校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

①
計
画
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て

②
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

(

１)

農
福
連
携
に
よ
る
屋
内
フ
ァ

ー
ム
事
業
に
つ
い
て

(

２)

り
ん
ご｢

ふ
じ｣

と
歴
史
文
化

の
展
示
、
原
木
公
園
と
の
連
携
に

つ
い
て

③
旧
校
舎
解
体
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て

(

１)

ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
農
法
の

可
能
性
に
つ
い
て

(

２)

運
営
主
体
は
ど
の
よ
う
な
組

織
を
考
え
て
い
る
か

④
計
画
全
体
の
事
業
費
と
財
源
は

何
か
、
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
は
な

い
の
か

①
ハ
ー
ド
事
業
は
、
令
和

４
年
度
に
整
備
し
た
全
天

候
型
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
屋
外
の
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
、
令
和
５
年

度
か
ら
供
用
開
始
し
て
お
り
、
今

年
度
は
、
農
福
連
携
に
よ
る
キ
ノ

コ
類
を
栽
培
す
る
施
設
や
地
域
６

次
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め
の
食

品
加
工
室
な
ど
を
整
備
す
る
ほ
か
、

リ
ン
ゴ
カ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
、

町
の
歴
史
文
化
、
り
ん
ご｢

ふ
じ｣

発
祥
の
地
な
ど
に
ま
つ
わ
る
展
示

室
の
意
匠
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
ふ
じ
原
木
公

園
に
四
阿
や
案
内
サ
イ
ン
を
整
備

す
る
予
定
で
あ
り
、
り
ん
ご｢

ふ

じ｣

発
祥
の
地
を
町
内
外
に
発
信

し
、
交
流
・
関
係
人
口
の
受
入
体

制
を
整
え
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
事
業
は
、
令
和

４
年
度
か
ら
、
り
ん
ご
農
家
の
文

化
を
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
化
し
た
新

た
な
観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構

築
や
、
ふ
じ
原
木
り
ん
ご
を
活
用

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
産
品
開
発
事
業
、

町
の
新
た
な
食
の
魅
力
創
生
事
業

で
健
康
機
能
性
表
示
食
品
を
開
発

す
る
な
ど
、
今
後
も
継
続
的
に
実

施
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
計
画
ど
お
り

推
移
し
て
い
ま
す
。

②(

１)

屋
内
フ
ァ
ー
ム
施
設
に
つ

い
て
は
、
農
福
連
携
に
よ
り
キ
ク

ラ
ゲ
や
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
キ
ノ
コ

類
を
栽
培
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、
弘
前
市
の
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
チ
ー
ム･

ス
テ
ッ
プ

バ
イ
ス
テ
ッ
プ
を
指
定
管
理
候
補

者
と
し
て
選
定
し
、
本
定
例
会
に

指
定
管
理
者
の
指
定
議
案
を
上
程

し
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
候
補
者
に
は
、
来
年

度
の
屋
内
フ
ァ
ー
ム
施
設
の
供
用

開
始
に
向
け
て
、
10
月
か
ら
キ
ノ

コ
類
の
栽
培
研
修
や
農
福
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
等
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
屋
内
フ
ァ
ー

ム
の
運
営
体
制
を
万
全
に
す
る
準

備
を
し
て
い
ま
す
。

(

２)

旧
藤
崎
校
舎
に
お
け
る
展
示

内
容
は
、
ふ
じ
誕
生
に
係
る
藤
崎

町
の
歴
史
や
旧
弘
前
実
業
高
等
学

校
藤
崎
校
舎
の
開
校
か
ら
閉
校
ま

で
の
歴
史
、
藤
崎
校
舎
の
生
徒
が

育
成
し
た
ふ
じ
の
原
木
に
つ
い
て

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
室
の
観
覧
者
が
、

展
示
内
容
の
実
物
を
直
接
見
学
で

き
る｢

ふ
じ
原
木
公
園｣
へ
の
誘
導

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
り
、
関

係
団
体
と
連
携
し
、
展
示
室
と
ふ

じ
原
木
公
園
の
共
同
企
画
等
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③(

１)(

２)

ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
実

施
し
た
基
礎
調
査
の
結
果
を
基
に
、

今
年
度
は
、ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
で

生
産
す
る
品
目
の
価
値
や
イ
メ
ー

ジ
を
高
め
る
た
め
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
戦
略
の
構
築
や
販
路
調
査
を

行
い
、
観
光
農
園
に
よ
る
誘
客
や

学
校
教
育
に
も
活
用
で
き
る
運
営

方
法
を
構
築
し
、
町
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
推
進
に
寄
与
す
る
よ
う
な
ア
ク

ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
の
導
入
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
営
主
体
に
つ
い
て
は
、

屋
内
フ
ァ
ー
ム
と
同
様
に
、農
福
連

携
に
よ
る
運
営
を
考
え
て
い
ま
す
。

④
町
の
財
政
運
営
計
画
に
お
け
る

令
和
10
年
度
ま
で
の
旧
藤
崎
校
舎

利
活
用
に
係
る
事
業
費
は
、
ハ
ー

ド
事
業
費
が
、
既
に
実
施
済
み

の
事
業
費
な
ど
を
含
め
、
５
億

２
２
０
０
万
円
程
で
、
財
源
は
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金(

地
方
創
生
拠
点
整
備
タ
イ

②
中
高
生
の
自
転
車
通
学
へ
の
支

援
に
つ
い
て

①
②
令
和
５
年
４
月
１
日

か
ら
改
正
道
路
交
通
法
の

施
行
に
よ
り
、
自
転
車
乗
車
時
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て
努
力

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
森
県
は
、
自
転
車
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
率
が
２
・
５
％
で

全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
い
う
現
状

で
あ
り
、
町
と
し
て
も
町
交
通
安

全
対
策
協
議
会
等
関
係
団
体
と
連

携
し
て
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に

交
通
安
全
教
室
を
開
催
す
る
な
ど

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
高
生
の
自
転
車
通
学

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
町
教
育

委
員
会
と
早
急
に
協
議
及
び
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

奈
良
岡  

文
英  

議
員

平
田
町
長
の
４
期
目
の
公
約

平
田
町
長
の
４
期
目
の
公
約

に
つ
い
て

に
つ
い
て

中
長
期
的
な
町
づ
く
り
の

目
指
す
も
の
は
何
か

私
は
、
こ
れ
ま
で
３
期
12

年
の
間
、
愚
直
に
町
政
の

発
展
に
身
を
注
ぎ
、
義
務
的
・
継

続
的
な
施
策
の
ほ
か
、
数
多
く
の

施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
様
、
特
に
町
の
将
来

を
担
う
若
者
世
代
に
発
信
し
た
い

こ
と
は
、『
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
』、

｢

郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着｣

を
持
っ

令和３年第２回　議会定例会令和４年第２回　議会定例会令和５年第４回　議会定例会 令和５年第４回　議会定例会
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プ)

や
地
方
債
を
活
用
し
、
ソ
フ

ト
事
業
費
は
、
ふ
じ
原
木
公
園
の

新
た
な
観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
構

築
事
業
費
な
ど
９
２
０
０
万
円
程

で
、
財
源
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付
金(

地
方
創
生

推
進
タ
イ
プ)

で
す
。

　

ま
た
、
施
設
に
要
す
る
維
持
管

理
費
の
６
７
０
０
万
円
程
は
、
一

般
財
源
で
対
応
し
ま
す
が
、
令
和

６
年
度
以
降
も
事
業
費
の
精
査
や

施
設
運
営
に
つ
い
て
検
討
し
な
が

ら
、
地
方
創
生
事
業
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

栩
内  

伸
治  

議
員

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

①
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

お
む
つ
助
成
券
。
大
変
好

評
だ
が
発
行
状
況
や
今
後
に
つ
い

て
の
考
え
を
示
し
て
欲
し
い
。

②
今
後
、
藤
崎
町
独
自
の
新
た
な

支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

③
様
々
な
ウ
イ
ル
ス
な
ど
か
ら
子

ど
も
達
を
守
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
必
要
。
現
在
お
た
ふ
く
か

ぜ
ワ
ク
チ
ン
の
１
回
目
は
無
料
だ

が
、
今
後
２
回
目
の
無
料
接
種
は

考
え
て
い
る
か
。

④
他
の
ワ
ク
チ
ン
を
含
め
、
新
た

な
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

①
令
和
５
年
６
月
に
開
始

し
た
、
藤
崎
町
す
く
す
く

子
育
て
お
む
つ
等
購
入
費
助
成
券

交
付
事
業
は
、
お
む
つ
等
購
入
費

助
成
券
２
万
円
分
を
２
歳
未
満
の

乳
幼
児
を
対
象
に
交
付
し
て
い
ま

す
。11
月
24
日
現
在
、
全
対
象
者

２
５
９
名
に
交
付
し
て
お
り
、
令

和
６
年
度
以
降
も
継
続
し
て
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
12
月
17
日
と
１
月
７
日
の
日
曜

日
に
町
内
で
初
め
て
開
催
す
る
子

ど
も
食
堂
は
、
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
や
保
護
者
の
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
新
た
な
支
援
策
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

来
年
度
以
降
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
事
業
終
了
後
に
検
証
を
行
い
、

よ
り
充
実
し
た
内
容
の
支
援
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
④
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
は
、

２
回
接
種
す
る
こ
と
で
十
分
な
予

防
効
果
が
得
ら
れ
る
と
推
奨
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
助
成
対
象
を

２
回
分
に
拡
大
し
、
合
計
１
万
円

ま
で
助
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
町
独
自
に
不
活

化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

後
、
就
学
前
の
年
長
児
が
接
種
す

る
５
回
目
分
の
接
種
費
用
の
全
額

助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
、
妊
婦
の
歯
科
検
診
や
産
婦

健
診
、
不
妊
治
療
の
助
成
な
ど
を

積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

小
中
学
校
の
教
職
員
、
児
童

小
中
学
校
の
教
職
員
、
児
童

生
徒
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に

生
徒
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に

つ
い
て

つ
い
て①

学
校
の
ト
ラ
ブ
ル
に
組

織
的
に
対
応
す
る
た
め
の

拠
点
整
備
が
今
後
進
め
ら
れ
て
い

く
と
思
う
が
、
教
育
委
員
会
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

②
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
現

時
点
で
の
対
応
に
つ
い
て
。

(

１)

不
登
校
児
童
生
徒
数
の
現
状

(

２)

適
応
教
室
の
効
果

(

３)

こ
れ
か
ら
の
児
童
生
徒
に
必

要
な
対
応

③
包
括
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

と
思
う
が
、
今
後
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
の
予
定
は
あ
る
か
。

①
町
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
学
校
で
の
ト
ラ
ブ
ル

に
組
織
的
に
対
応
す
る
た
め
の
拠

点
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
は
、
教
職

員
の
負
担
軽
減
や
教
職
員
が
子
ど

も
に
向
き
合
う
貴
重
な
時
間
の
確

保
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
こ
の
拠
点
を
担
う
人
材

や
予
算
の
確
保
の
面
か
ら
、
現
時

点
で
の
対
応
は
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
国
の
動
向
な
ど
を
見

極
め
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

②(

１)

当
町
の
不
登
校
児
童
生
徒

数
に
つ
い
て
、県
は
市
町
村
別
の
数

値
を
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
直

近
３
年
間
で
は
、国
や
県
と
同
様
に
、

増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(

２)(

３)

③
町
教
育
委
員
会
は
、

令
和
５
年
７
月
に
、
い
じ
め
や
不

登
校
な
ど
の
諸
問
題
に
対
応
す
る

た
め
、
学
務
課
内
に
教
育
支
援
係

を
設
置
し
て
、
適
応
指
導
教
室
を

開
設
し
て
お
り
、
町
内
の
小
中
学

生
数
名
が
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

一
人
一
人
の
適
性
に
応
じ
た
個
別

最
適
な
指
導
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
の
補
償
や
学

校
復
帰
の
足
が
か
り
な
ど
に
一
定

の
効
果
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
、
児
童
生
徒
の
不
登
校
問
題
の

ほ
か
、
保
護
者
の
悩
み
に
も
寄
り

添
う
な
ど
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
、

教
職
員
を
含
め
た｢

包
括
的
な
対

応｣

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

相
坂  

清
志  

議
員

旧
藤
崎
校
舎
の
利
活
用
に

旧
藤
崎
校
舎
の
利
活
用
に

つ
い
て

つ
い
て①

旧
校
舎
解
体
跡
地
の
校

舎
裏
の
利
活
用
だ
が
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
観
光
客
を
誘
致
す
る

政
策
は
あ
る
の
か

②
旧
校
舎
解
体
跡
地
に
隣
接
す
る

県
所
有
の
倉
庫
等
が
あ
る
が
町
ま

た
は
第
３
セ
ク
タ
ー
な
ど
で
買
い

上
げ
、
ジ
ュ
ー
ス
加
工
場
な
ど
有

効
活
用
す
る
考
え
は
あ
る
の
か

①
旧
校
舎
解
体
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
ア
ク

ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
を
導
入
し
、
観
光

農
園
や
学
校
教
育
に
利
活
用
す
る

ほ
か
、
旧
藤
崎
校
舎
に
整
備
す
る

展
示
室
や
ふ
じ
原
木
公
園
で
の
新

た
な
観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

と
連
動
さ
せ
な
が
ら
、
回
遊
性
の

向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
校
舎
解
体
跡
地
に

キ
ャ
ン
プ
場
を
整
備
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
旧
校
舎
解
体

跡
地
利
活
用
の
参
考
に
し
ま
す
。 

②
当
該
倉
庫
は
、
現
在
も
青
森
県

が
所
有
す
る
建
築
物
で
あ
り
、
町

と
し
て
は
、
有
償
譲
渡
に
よ
る
取

得
や
他
の
施
設
へ
の
移
し
替
え
は

予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

ふ
じ
原
木
公
園
の
利
活
用
に

ふ
じ
原
木
公
園
の
利
活
用
に

つ
い
て

つ
い
て①

観
光
の
重
要
性
と
必
要

性
に
対
し
て
町
長
の
考
え

と
施
策
に
つ
い
て

②
私
自
身
、
ふ
じ
さ
ん
ぽ
の
会 

や
農
家
の
お
い
し
い
休
日
な
ど
観

光
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
が
、

原
木
公
園
ま
で
の
案
内
標
識
が
必
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要
で
は
な
い
か

③
観
光
客
や｢

な
ぞ
つ
く｣

な
ど
イ

ベ
ン
ト
で
来
園
し
た
方
々
が
原
木

公
園
の
ロ
ー
タ
リ
ー
で
迷
っ
て
い

る
が
、
元
々
あ
る
園
内
案
内
板
を

分
か
り
や
す
く
現
状
に
あ
わ
せ
た

案
内
板
に
変
更
し
た
ら
ど
う
か

④
観
光
イ
ベ
ン
ト
で
も
利
用
し
て

い
る
ア
ッ
プ
ル
球
場
か
ら
原
木
公

園
ま
で
の
農
道
が
荒
れ
て
い
る
の

で
、
ジ
ャ
リ
等
で
な
ら
し
、
利
便

性
を
高
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が

⑤
旧
藤
崎
校
舎
の
資
料
展
示
室
と

原
木
公
園
を
観
光
客
が
気
楽
に
周

遊
で
き
る
よ
う
に
自
転
車
を
設
置

し
た
ら
ど
う
か

⑥
近
年
の
高
温
災
害
や
病
害
虫
の

多
発
に
よ
り
今
あ
る
７
本
の
原
木

が
減
る
危
険
性
が
強
い
が
、
増
や

し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か

①
観
光
事
業
は
、
飲
食
・

交
通
・
商
業
・
農
業
な
ど

様
々
な
分
野
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

更
に
は
観
光
を
足
が
か
り
と
し
た

交
流
・
関
係
人
口
の
拡
大
な
ど
、

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
影
響
す

る
重
要
性
が
高
い
施
策
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド

の
会
な
ど
観
光
に
携
わ
る
団
体
の

協
力
も
得
な
が
ら
、
旧
藤
崎
校
舎

に
整
備
す
る
展
示
室
や
ふ
じ
原
木

公
園
、｢

ま
ち
あ
る
き｣

な
ど
の
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
最
大
限
に
活
用

し
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
地

域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
な

ど
、
藤
崎
町
ら
し
い
観
光
施
策
の

推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
③
令
和
６
年
度
中
に
、
ふ
じ
原

木
公
園
内
に
休
憩
場
所
と
な
る
四

阿
及
び
施
設
内
の
案
内
サ
イ
ン
、県

道
前
坂
藤
崎
線
白
子
バ
イ
パ
ス
等

の
主
要
幹
線
に
場
所
を
案
内
す
る

サ
イ
ン
等
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

④
当
該
農
道
は
、
ふ
じ
原
木
公
園

の
来
場
者
の
ほ
か
、
周
辺
住
民
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
農
作
業
の
た
め

の
連
絡
通
路
と
し
て
幅
広
く
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
便
性

を
考
慮
し
た
整
備
内
容
を
検
討
し

ま
す
。

⑤
旧
藤
崎
校
舎
と
ふ
じ
原
木
公
園

の
距
離
は
約
９
０
０
メ
ー
ト
ル
、

所
要
時
間
は
車
移
動
で
約
３
分
程

で
あ
り
、
自
転
車
の
設
置
は
、
移

動
に
お
け
る
有
効
手
段
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
来
館
者
の
意

向
や
利
用
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

⑥
現
在
、
ふ
じ
原
木
公
園
に
あ
る

旧
藤
崎
校
舎
の
ふ
じ
の
原
木
は
７

本
で
す
が
、
今
後
増
や
す
こ
と
は
、

｢

旧
藤
崎
校
舎
の
生
徒
が
育
て
た
ふ

じ
原
木｣

と
い
う
特
異
性
や
希
少
価

値
が
低
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。町

と
し
て
は
、こ
の
７
本
の
ふ
じ
の
原

木
を
大
切
に
育
て
、｢

ふ
じ
発
祥
の

地｣

と
し
て
後
世
に
引
き
継
い
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

阿
部  

祐
己  

議
員

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

①
住
民
票
等
、
各
種
証
明

書
の
申
請
書
簡
素
化
に
つ

い
て

②
窓
口
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
に
つ
い
て

③
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
発
行

に
つ
い
て

④
現
在
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
率
に
つ
い
て

①
②
③
住
民
票
等
の
申
請

書
簡
素
化
に
つ
い
て
は
、

窓
口
で
職
員
が
本
人
確
認
や
申
請

に
必
要
な
情
報
を
聞
き
取
り
、
窓

口
支
援
シ
ス
テ
ム
等
に
入
力
す
る

こ
と
で
書
か
な
い
窓
口
と
す
る
方

法
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利

用
し
た
事
前
申
請
に
よ
り
、
必
要

な
手
続
き
を
簡
素
化
で
き
る
方
法

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
窓
口
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
や
、
各
種
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
で
の
発
行
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
利
便
性
の
向
上
や
効
率
的

な
行
政
運
営
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
全

庁
的
な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
業
務

上
の
課
題
や
効
率
的
な
取
組
メ

ニ
ュ
ー
、
費
用
対
効
果
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

④
令
和
５
年
11
月
19
日
現
在
の
当

町
に
お
け
る
申
請
受
付
状
況
は
、

申
請
件
数
が
１
２
１
５
５
件
、
交

付
件
数
が
１
０
９
７
１
件
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
割
合
は
、
申
請
が
83
・

37
％
、
交
付
が
75
・
25
％
で
す
。

子
供
の
居
場
所
づ
く
り
に

子
供
の
居
場
所
づ
く
り
に

つ
い
て

つ
い
て

｢

子
ど
も
食
堂｣

の
実
施
に

つ
い
て

子
ど
も
食
堂
の
開
催
に

つ
い
て
は
、
12
月
17
日
と

１
月
７
日
の
２
回
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
、
１
回
に
つ

き
小
学
生
30
名
を
募
集
し
て
い
ま

す
。内
容
は
、お
絵
か
き
や
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
、
宿
題
を
含
む
勉
強
会
の

ほ
か
、
昼
食
は
手
作
り
の
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
参
加
者
全
員
で
い
た
だ

く
な
ど
、
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
や

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
協
力
を
得

て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

五
十
嵐  

忍  

議
員

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て

つ
い
て①

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
し
く
み
を
伺
う
。

②
当
町
に
お
け
る
実
績
、
及
び
課

題
は
何
か
。

③
町
の
仕
事
を
請
け
負
う
業
者
か

ら
寄
付
を
受
け
る
こ
と
に
、
倫
理

上
問
題
は
な
い
の
か
。

①
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
地
方
自
治
体
が
民
間

資
金
を
活
用
し
て
、
地
方
創
生
の

取
組
み
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
、

国
が
認
定
し
た
地
方
自
治
体
が
実

施
す
る
地
方
創
生
事
業
に
対
す
る

企
業
の
寄
附
を
促
す
制
度
と
し

て
、
平
成
28
年
度
に
創
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

内
容
と
し
て
は
、
企
業
が
寄
附

を
行
っ
た
場
合
、
寄
附
額
の
最
大

６
割
が
法
人
関
係
税
か
ら
税
額
控

除
さ
れ
、
さ
ら
に
寄
附
額
の
約
３

割
を
損
金
算
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
最
大
で
寄
附
額
の

約
９
割
が
軽
減
さ
れ
、
実
質
的
な

企
業
の
負
担
が
約
１
割
ま
で
圧
縮

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
社
が
所
在
す
る
地
方

公
共
団
体
へ
の
寄
附
は
制
度
の
対

象
外
で
す
が
、
寄
付
を
し
た
企
業

に
お
い
て
は
、
社
会
貢
献
や
企
業

の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

②
令
和
４
年
度
に
旧
弘
前
実
業
高

等
学
校
藤
崎
校
舎
の
利
活
用
に
係

る
ソ
フ
ト
事
業
に
対
し
て
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
を
募
っ

て
お
り
、
実
績
と
し
て
は
、
25
の

企
業
か
ら
計
８
３
５
万
円
の
寄
附

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
課
題
と
し
て
は
、
企
業

な
ど
へ
の
制
度
の
周
知
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
や
地
方
自
治
体
が
い
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か
に
魅
力
あ
る
地
方
創
生
事
業
を

構
築
で
き
る
か
な
ど
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

③
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度

上
、
町
に
本
社
で
は
な
く
、
支
店

や
営
業
所
な
ど
が
あ
る
企
業
は
、

当
町
に
寄
附
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
当
町
に

縁
や
ゆ
か
り
の
あ
る
企
業
に
と
っ

て
は
、
町
の
地
方
創
生
事
業
を
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附 

を
通
じ
て
応
援
で
き
る
こ
と
で
、

地
元
へ
の
貢
献
や
企
業
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
な
ど
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
ら
れ
、
町
の
仕
事
を
請
け

負
う
企
業
か
ら
の
寄
附
に
つ
い
て

は
、
問
題
は
な
い
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

役
場
の
職
場
環
境
に
つ
い
て

役
場
の
職
場
環
境
に
つ
い
て

①
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
来
た
か
。
相
談
体
制 

と
相
談
件
数
は
ど
う
か
。

②
職
場
で
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
策
が
民
間
企
業
に
は
義
務

化
さ
れ
て
い
る
が
、
町
の
取
り
組

み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

③
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
を
制

定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

①
②
③
町
で
は
、
令
和
３

年
12
月
に
規
定
の
改
正
を

行
い
、パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
妊

娠
、
出
産
等
を
含
め
た
内
容
と
し
、

相
談
窓
口
や
相
談
員
の
設
置
、ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
苦
情
相
談
処
理
委
員
会

に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
、職
場
環

境
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
は
現
時

点
で
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

三
上  

道
人  

議
員

消
防
行
政
に
つ
い
て

消
防
行
政
に
つ
い
て

①
消
防
団
員
の
定
数
と
そ

の
現
状
に
つ
い
て

②
女
性
消
防
団
の
活
動
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て

③
消
防
団
の
統
廃
合
及
び
区
割
り

の
見
直
し
に
つ
い
て

①
②
③
消
防
団
員
の
定
数

は
、
藤
崎
町
消
防
団
条
例 

第
２
条
で
４
１
１
人
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
11
月
１
日
現
在
の

任
命
は
、
３
３
６
人
で
、
女
性
消

防
団
員
は
不
在
と
な
っ
て
い
る
な

ど
消
防
団
員
の
人
員
確
保
は
難
し

い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
の
統
廃
合
や
区

割
り
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
消

防
団
の
意
見
を
十
分
考
慮
し
、
継

続
的
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。冬

期
除
雪
に
つ
い
て

冬
期
除
雪
に
つ
い
て

①
県
道
、榊
〜
水
木
区
間
の

除
雪
が
不
十
分
で
あ
る
と

考
え
る
が
県
へ
の
対
応
に
つ
い
て

②
同
地
区
の
町
道
を
含
め
た
融
雪

溝
設
置
の
計
画
に
つ
い
て

③
町
道
、
矢
沢
〜
藤
越
間
は
吹
き

溜
ま
り
が
発
生
し
や
す
い
が
防
雪

柵
設
置
の
考
え
は
あ
る
の
か

①
県
道
浪
岡
藤
崎
線
の
除

排
雪
は
、
県
が
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
短
期
集
中
型
の
降
雪

時
な
ど
は
、
引
き
続
き
県
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
道
路
交
通
の 

安
全
確
保
や
県
道
沿
線
及
び
近
隣

住
民
の
除
排
雪
の
改
善
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
融
雪
溝
整
備
は
国
の
交
付
金
を

活
用
し
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
交
付
金
の
配
分
の
減
少
等

に
よ
り
、
財
源
的
に
非
常
に
厳
し

く
、
新
た
に
融
雪
溝
の
整
備
計
画

を
進
め
る
こ
と
は
難
し
い
状
況

で
す
。

③
町
で
は
、
吹
き
溜
ま
り
等
に
よ

る
交
通
障
害
に
備
え
、
除
雪
機
械

を
借
上
げ
て
、
臨
時
の
除
雪
に
対

す
る
出
動
体
制
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

係
る
新
規
事
業
を
開
始
す
る
際

は
、
多
く
の
要
望
の
中
か
ら
、
緊

急
性
、
公
共
性
、
公
益
性
、
財
源

の
確
保
等
を
検
討
し
た
う
え
で
実

施
し
て
お
り
、
当
該
路
線
の
防
雪

柵
の
設
置
は
難
し
い
状
況
で
す
。

浅
利  

直
志  

議
員

町
長
の
政
治
姿
勢
と
行
政
運

町
長
の
政
治
姿
勢
と
行
政
運

営
に
つ
い
て

営
に
つ
い
て

①
昨
年
度
と
今
年
度
に
お

け
る
町
長
交
際
費
の
町
内

会
、町
消
防
団
、建
設
協
会
等
へ
の

支
出
状
況
と
支
出
基
準
に
つ
い
て

②
名
誉
町
民
各
氏
へ
の
過
去
の
交

際
費
支
出
金
額
に
つ
い
て

③｢

お
別
れ
の
会｣

交
際
費
１
２
０

０
万
円
余
の
精
算
残
金
は
あ
っ
た

の
か
に
つ
い
て

④
町
の｢

支
出
命
令
書｣

は
開
示
で

き
る
の
か
に
つ
い
て

⑤(

株)

タ
ナ
ッ
ク
ス
支
店
入
口
に

設
置
さ
れ
た
選
挙
事
務
所
等
の
借

上
料
な
ど
は
ど
れ
位
な
の
か
に
つ

い
て

①
ポ
ン
プ
自
動
車
の
入
魂

式
後
の
祝
賀
会
の
参
加
費

や
建
設
協
会
の
新
年
会
へ
出
席
し

た
際
の
祝
儀
等
に
支
出
し
た
実
績

が
あ
り
ま
す
。

　

支
出
基
準
に
つ
き
ま
し
て
は
、

明
確
に
規
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

依
頼
側
か
ら
会
費
等
の
定
め
が
あ

る
場
合
は
、
当
該
額
を
食
糧
費
か

ら
支
出
、
依
頼
側
か
ら
会
費
等
の

定
め
が
な
い
場
合
は
、３
０
０
０
円

又
は
５
０
０
０
円
を
交
際
費
か
ら

祝
儀
と
し
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

②
③
名
誉
町
民
の
木
村
守
男
氏
お

別
れ
の
会
の
町
負
担
分
や
、
平
成

29
年
の
木
村
太
郎
氏
お
別
れ
の
会

の
町
負
担
分
の
支
出
の
ほ
か
は
、

花
籠
代
程
度
の
支
出
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
お
別
れ
の
会
の
精
算
残

金
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

④
町
の
情
報
公
開
条
例
に
基
づ

き
、
行
政
文
書
の
開
示
請
求
手
続

を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

⑤
先
般
の
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

及
び
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
立
候

補
者
全
員
に
収
支
報
告
書
を
提
出

い
た
だ
い
て
お
り
、そ
の
結
果
は
、

公
職
選
挙
法
に
基
づ
き
役
場
前
の

掲
示
板
に
告
示
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
収
支
報
告
書
の
閲
覧
を

希
望
す
る
場
合
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

①
学
校
給
食
無
償
化
、
食

材
費
支
援
の
と
り
く
み
に

つ
い
て

②
小
中
学
校
不
登
校
児
童
生
徒 

の
現
状
と
と
り
く
み
に
つ
い
て

③｢

病
児
保
育｣

の
現
状
と
今
後
の

と
り
く
み
に
つ
い
て

①
現
在
、
町
内
の
小
中
学

校
に
在
学
し
て
い
る
第
二

子
以
降
の
児
童
生
徒
の
給
食
費
を

無
償
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、食
材
費
の
高
騰
に
つ
い
て

は
、毎
年
見
込
ま
れ
る
不
用
額
を
活

用
し
て
対
応
し
、給
食
費
は
増
額
し

な
い
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

②
国
、
県
同
様
、
当
町
の
不
登
校

の
児
童
生
徒
数
も
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

本
年
７
月
に
、学
務
課
内
に｢

教

育
支
援
係｣

を
設
置
し
、
学
校
や

保
護
者
の
相
談
窓
口
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
適
応
指
導
教
室
を
開
設

し
対
応
し
て
い
ま
す
。

③
平
成
28
年
度
か
ら
藤
崎
保
育
所

で
病
後
児
対
応
型
病
児
保
育
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
は

令
和
４
年
度
の
１
件
で
す
。

　

引
き
続
き
、
病
児
保
育
事
業
の

実
施
に
つ
い
て
、
保
育
園
等
に
働

き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
物
価
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
物
価
高

騰
対
策
の
町
独
自
の
支
援
に

騰
対
策
の
町
独
自
の
支
援
に

つ
い
て

つ
い
て①

水
道
料
金
の
時
限
的
引

き
下
げ
の
実
施
に
つ
い
て

②
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
電
気
料
金
高
騰 

支
援
を
。
中
小
規
模
事
業
者
・
医

療
・
介
護
・
農
業
関
係
事
業
者
へ

の
支
援
策
の
検
討
と
実
施
す
る
こ

と
に
つ
い
て

①
水
道
料
金
は
、
使
用
し

た
方
が
使
用
し
た
分
を
負

担
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
安

全
・
安
心
な
水
道
水
を
供
給
す
る

た
め
に
加
入
者
に
は
公
平
に
ご
負

担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
様
々
な

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
水
道
料
金

の
時
限
的
な
引
下
げ
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

②
本
年
７
月
に
町
独
自
の
支
援
と

し
て
、
全
町
民
を
対
象
に
１
人 

当
た
り
５
０
０
０
円
分
の｢

ふ
じ

さ
き
生
活
応
援
商
品
券｣

の
配
付

を
実
施
し
た
ほ
か
、
物
価
高
騰
が

引
き
続
い
て
い
る
状
況
か
ら
、
現

在
第
二
弾
の｢

ふ
じ
さ
き
生
活
応

援
商
品
券｣

の
配
付
を
進
め
て
お

り
、
町
民
の
負
担
軽
減
と
安
心
し

て
生
活
で
き
る
施
策
を
最
優
先
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
規
模
事
業
者
・
医

療
・
介
護
・
農
業
関
係
事
業
者 

に
つ
い
て
も
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
等
の
変
動
を
注
視
し
、
支
援

の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　

(

以
上　

議
会
定
例
会)

令和３年第２回　議会定例会令和４年第２回　議会定例会令和５年第４回　議会定例会 令和５年第４回　議会定例会

５月以降に入所を希望する方へ　

保育所等利用予約のご案内

■申込・お問合せ　住民課子育て支援係　88ー8184

　町では、保護者の方が産休・育休の終了後に安心して子育てできるよう、町内こども園・保育所の利用

予約を行っています。

◆申込対象者　利用開始希望日までに次の条件を全て満たしている方が対象です。

　※利用開始希望日までに転出・退職などがあった場合は内定取消や退所等となります。

　○子どもと保護者が町に住所を有していること

　○保護者が法律に定める産休・育休の終了後に、休業前の職場に復職することが確実で、保護者が職場

　　に復帰する時点で子どもの保育の必要性が認められること

　○利用開始希望日が属する月の末日までに、申込みをした子どもが出産日から８週が経過する日の翌日

　　を過ぎる見込みで、集団保育が可能であること

◆必要書類・申込方法

　○支給認定申請書兼保育利用申込書一式のほか、｢保育所等利用予約申込書｣を住民課子育て支援係に提

　　出してください。

　※予約申込書等は窓口に備え付けているほか、町ホームページ(http://www.town.fujisaki.lg.jp/)に掲載して

　　います。

　○受付期間は利用開始希望日によって異なりますので、お問合せください。

◆利用調整(選考)について

　○利用の可否は、各家庭の状況を総合的に勘案し、保育の必要度が高いと判断される方から順番に決定します。

　○利用調整により不承諾となった方は、通常申込として利用開始希望日の前月に改めて審査します。

◆注意事項

　○令和６年度から、利用開始希望日は産休・育休からの復帰日により次のとおりになります。

　・復帰日が月の15日まで … 復帰日の属する月の前月１日
　・復帰日が月の16日以降 … 復帰日が属する月の１日
　○内定後の利用開始日・利用希望施設の変更はできません。(内定を取り消す場合はお問合せください。)

　○申込書類に虚偽の記載がある場合は、利用予約は無効となります。
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上下水道課からのお知らせ上下水道課からのお知らせ

　水道の使用を開始(又は中止)する日の｢３営業日｣前までに、上下水道課まで電話申込みのほか、届出書を

提出してください。

※｢３営業日｣は、土日・祝日・年末年始(12月29日から１月３日まで)を除いた３日となります。

　◆受付時間　月曜日～金曜日　午前８時30分～午後４時30分

水道の使用開始・中止の申込みについて

■お問合せ　上下水道課　75ー6025

漏水、水道管の破裂などの修理は町指定工事業者を利用してください

　凍結による水道管の破裂や漏水、その他給水管や水道メーター等の給水装置に関する工事を行う際は、

必ず町指定の給水設備工事業者に依頼してください。

※違反した場合は過料処分となるほか、工事業者との思わぬトラブルが発生する場合があります。

商号又は名称 所在地 連絡先

　 (有)藤崎水道 　 大字藤崎字西村井17ー16 75ー2464

　 (有)工藤設備工業所 　 大字中野目字葛巻26ー１ 75ー4712

　 アサノカンスイ(株) 　 大字西豊田三丁目１－24 75－4970

　 俵舛テレビ住設 　 大字俵舛字前田41ー11 75ー2848

　 髙木水道工業所 　 大字榊字和田18ー１ 65ー2345

　 (有)藤村設備 　 大字葛野字前田53 75ー2067

　 アール住設 　 大字小畑字福本８ 55ー0583

　 吉田設備 　 大字福島字村元66ー１ 65ー0222

　 (有)樋口設備工業所 　 大字西豊田一丁目11ー８ 75ー6328

　 (有)村上土木 　 大字藤崎字西浅田42ー１ 88ー5317

　町外などの町指定給水設備工事業者は、町ホームページ(http://www.town.fujisaki.lg.jp/)に掲載しているほか、

上下水道課へご確認ください。

水道管の凍結にご注意ください

　気温が０℃からマイナス３℃以

下になる日が続くと、水道管が凍

結し破損することがあります。

　各ご家庭で水道管の凍結防止対策をしてくだ

さるようお願いします。

　冬期間中の水道の使用申込み(開始・中止)をする際

は、業務の円滑な遂行のため水道メーター付近の除排

雪のご協力をお願いします。(積雪による除排雪作業

のため指定日に使用できない場合があります。)

　水道メーターの場所は、上

下水道課で確認ができますの

でお申し出ください。

冬期間の水道メーター付近の除排雪について

～ふじワングランプリ２０２３ 特別企画～～ふじワングランプリ２０２３ 特別企画～

※本記事は、ふじワングランプリ2023のグランプリ及び準グランプリの店舗特別企画として掲載します。

  グランプリと準グランプリのグランプリと準グランプリの店舗をご紹介します！店舗をご紹介します！

ふじのりんごクリームパイなど、おすすめ商品を多数販売して

います。皆様のご来店、心よりお待ちしております。

グランプリ！アントルメ佐藤菓子店
藤崎町大字藤崎字村岡27　☎75－2217

単品の販売のほか、大きなからあげがのったお弁当も

販売しています。ぜひご賞味ください。

準グランプリ！からあげ屋とんぼ
藤崎町大字常盤字二西田27－５　090－2985－2901

トキワにんにくを使った

カラアゲ棒
４００円(税込)

やわらかさとジューシーさが魅力

の風味豊かなカラアゲです。

スフレチーズケーキ
４００円 (税込)

三重県紀宝町のマイヤーレモン果汁を

使用したさっぱりとした味わいのチー

ズケーキです。

〈町内に所在している指定給水設備工事業者の一覧(令和５年12月28日現在)〉

■お問合せ　中南地域県民局県税部　課税第一課　☎32ー1131

　令和６年４月以降の免税軽油に係る免税軽油使用者証・免税証の交付申請を、次のとおり｢仮受付｣して

います。令和６年度税制改正による免税軽油制度の延長が正式な交付の条件となりますので、あらかじめ

ご了承ください。なお、免税軽油使用者証・免税証の交付は、４月以降となります。

◆受付時間　午前８時45分～午後５時(土日祝を除く)

◆受付場所　中南地域県民局県税部　弘前合同庁舎(弘前市蔵主町４)　本館２階

◆必要書類等(申請書等の用紙は、県税部及び農協各支店に用意しています)

農業用免税軽油使用者証・免税証
交付申請の仮受付をしています

　申請区分 新規 更新 継続 再交付 書換

１ 　簡易書留封筒(444円分切手貼付) ○ ○ ○

２ 　免税軽油使用者証(共同)交付申請書 ○ ○

３ 　免税軽油使用者証書換・再交付申請書 ○ ○

４ 　譲渡（販売）証明書※１ ○ △ △

５ 　誓約書 ○ ○

６ 　400円分の県証紙貼付の県税関係証明等原簿 ○ ○ ○ ○

７ 　免税証交付申請書 ○ ○ ○

８ 　免税軽油所要数量計算書 ○ ○ ○

９ 　農業委員会発行の耕作証明書 ○ ○ ○

10 　定款・規約・商業登記簿謄本※２ △

11 　組合員名簿※３ △ △ △

12 　免税軽油の引取り等に係る報告書の提出期限の特例申請書※４ △ △ △

13 　前回交付の免税軽油使用者証 ○ ○

14 　免税軽油の引取り等に係る報告書(納品書等添付) ○ ○

15 　免税軽油使用者証亡失届 ○

○…提出必須　△…※１～４をご覧になり、該当する方は提出が必要

※１ 機械を追加、入替する場合　※２ 法人、組合名義の場合

※３ 組合名義で、耕作証明書に組合員全員の氏名の記載がない場合

※４ 提出期限の特例を受けようとする場合

　不正軽油とは、脱税を目的として、軽油に重油や灯油を混ぜ、軽油と偽って販売されているものです。

　不正軽油の製造、販売はもちろん、使用した人も10年以下の懲役、1,000万円以下の罰金が課されるな
ど、重い罰則が適用されます。不正軽油の撲滅にご協力をお願いいたします。

不正軽油は断固拒否！

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告
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　申告は　忘れず　正しく　お早めに

町県民税・所得税の申告が始まります

　申告は、町県民税や所得税を計算するための資料となるだけではなく、国民健康保険税、介護保険料等の

算定資料となるほか、福祉・年金・児童手当等の受給に必要な各種証明書を発行する際の資料となる重要な

手続です。未申告や誤った申告で不利益を受けることのないよう、期間内に正しく申告してくださるようお

願いします。

　なお、申告が必要かわからない場合は広報１月号又は町ホームページで確認するか、税務課住民税係にお

問合せください。

◆期　　間　２月９日(金)～３月15日(金)　※土日祝除く
◆時　　間　午前８時15分～午前11時、午後１時～午後３時
　　　　　　※３月15日は午前で終了。２月22日、28日は午後４時まで
◆受付会場　役場３階 ｢中会議室｣ (申告会場：大会議室)

申告受付の期間等

※昨年の日程とは異なります。３月15日を除き、午前の受付は50人までです。
受付日 対　象　町　内　名 受付日 対　象　町　内　名

2/ 9 金 西豊田一丁目・二丁目・

三丁目・若柳

2/29 木
葛野･白子

榊・曲新田

2/13 火
常盤･三ツ屋

3/ 1 金
水沼･吉向・福左内

2/14 水
新町・木挽町

3/ 4 月
朝日町・藤越

2/15 木
館川町･東町･徳下

3/ 5 火
福島・西田

2/16 金
林崎・亀田

3/ 6 水
舟場･下町・緑町

2/19 月
水木

3/ 7 木 本町・中島・

西中野目2/20 火
伝馬・中野目

3/ 8 金
小畑・久井名舘

2/21 水 仲町･亀岡･福舘･若松 3/11 月
下俵舛・柏木堰

2/22 木 全　町　内 3/12 火
みつや・俵舛

2/26 月
矢沢･小学校通り

仲町･亀岡･福舘･若松 3/13 水
表町･横町･富柳

2/27 火 榊･曲新田 3/14 木 水木

2/28 水 全　町　内 3/15 金 矢沢･常盤・榊(※午前のみ受付)

3/18(月)

3/28(木)
※土日祝
除く

住民税申告のみの方（所得税の申告が不要な方）は左記の期間も税務課窓口で受付します。

・令和５年中の収入がなかった方

・年末調整された給与以外の所得が20万円以下の方　など
※３月１６日以降は所得税の申告受付ができませんので、所得税の納付又は還付が発生した

　場合は、ご自身で税務署に申告書を提出していただきます。

～

※混雑緩和のため、町内ごとに受付日を指定しています。２月22日(木)と２月28日(水)は全町内対象
　となりますので、町内の指定日に来庁できない方は全町内対象日にお越しください。

◆申告受付日程

◆申告に必要なもの　

○｢藤崎町申告受付票｣に必要事項を記入して受付に提出してください。

　その他の持参物は｢藤崎町申告受付票｣裏面の｢申告持参物チェックシート｣でご確認ください。

　｢藤崎町申告受付票｣は広報ふじさき１月号に折込みしています。なお、申告に関する各様式は税務課、常

盤出張所で配付しているほか、町ホームページ(http://www.town.fujisaki.lg.jp/)にも掲載していますのでご活

用ください。

◆税務署での申告となる方

○住宅借入金等特別控除(住宅ローン控除)を初めて受ける方　 ○事業所得があり、青色申告している方

○建物を売却した方　　　　　　　　　　　　　　　　　○株式の譲渡所得や配当所得の申告をする方

○先物取引や暗号資産による所得がある方　　　　　　　○死亡した方の所得税の確定申告をする方

　上記の内容の申告は、黒石税務署に予約のうえ確定申告、又はe-Taxで電子申告してくださるようお願いします。

◆住民税申告の郵送又は持参による受付

　町県民税の申告は郵送又は持参でも受付しています。町県民税の申告書は、税務課、常盤出張所及び町

ホームページにも掲載していますので、申告書を記入のうえ、藤崎町役場税務課住民税係宛に郵送又はご持

参ください。

　なお、郵送の場合は申告書の控えを送りますので、切手を貼った返信用封筒を同封してください。

　また、申告書の内容で確認したいことがあった場合には、電話などでご連絡させていただく場合がありま

す。詳しくは町ホームページをご確認ください。

■お問合せ　税務課住民税係　88ー8124

【令和５年分の申告・納付の期限】
　○申告所得税及び復興特別所得税・贈与税　３月15日(金)
　　※振替納税による振替日(贈与税を除く)　 ４月23日(火)
　○消費税及び地方消費税　　　　　　　　　４月１日(月)

　　※振替納税による振替日　　　　　　　　４月30日(火)
　※期限を過ぎて申告をすると振替納税や延納制度が利用できなくなるほか、加算税がかかる場合が

あります。また、期限を過ぎて納付をしたり振替日に振替口座の残高不足等で振替できなかった

場合には、延納制度が利用できなくなるほか、延滞税がかかる場合があります。

【確定申告会場について】
　確定申告会場(黒石税務署)ではご自身のスマホを利用した申告の指導を行っています。

　会場への入場には、入場整理券が必要ですが、入場整理券は会場での当日配付とＬＩＮＥによる事前

発行があります。詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。

黒石税務署からのお知らせ　

■お問合せ　黒石税務署　☎52ー4111

記帳・決算のしかた

｢決算 国税庁動画｣で検索
ＹｏｕＴｕｂｅ国税庁動画チャンネル

動画で見る確定申告

｢確定申告 動画｣で検索

　｢１日１円｣でおなじみの青森県交通災害共済は、交通事故による被災者を救済するためにつくられた制度

で、日本全国どこで起きた交通事故でも、ケガの程度に応じて見舞金等をお支払いします。

　もしもの交通災害に備え、ご家族全員での加入をおすすめします。

青森県交通災害共済｢１日１円｣に加入しましょう

■お問合せ　総務課防災係 ☎88ー8295

◆共済期間　令和６年４月１日～令和７年３月31日
◆会　　費　350円(１人)
◆対象となる交通事故

　自動車、バイク、自転車などの道路交通による人身事故

◆見舞金等

　死亡した場合(１等級)　　　　　　　　　 …100万円
　特定の障害を負った場合(２等級)　　　　 … 50万円
　90日以上の治療を要する場合(３等級)　　 … ７万円

　60日以上90日未満の治療を要する場合(４等級) … ５万円

　30日以上60日未満の治療を要する場合(５等級) … ４万円

　30日未満の治療を要する場合(６等級)　　   … ３万円

　交通事故証明書が発行されない場合(特例)  … １万円

◆申込方法

　加入票は町内会から各家庭に配布されますので、

加入を希望する方は必要事項を記入の上、会費を

添えて各町内会にお申し込みください。

◆受付期間

　２月１日(木)～３月29日(金)　※土日祝日を除く
※予約加入受付期間が過ぎても総務課防災係又は常盤

　出張所において随時受付しますが、共済期間は加入

　した日時から令和７年３月31日までとなります。
※町内の保育所(園)、小・中学校の児童・生徒は、

　通っている保育所(園)、学校で加入の申込みをし

　てください。(学童団体からの申し込みの場合、

　会費が300円(１人)となります)
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国民年金前納割引制度(口座振替 前納)について

　｢国民年金保険料の納付をうっかり忘れて納付期限を過ぎていた」｢忙しくて金融機関の窓口やコンビニエ
ンスストアで支払う時間がない｣という方は、便利な口座振替をご利用ください。

◆口座振替による前納には次の５種類があります。

　まとめて前払い(前納)すると、保険料が割引されるのでお得です。

　【令和５年度の振替方法別割引額】

◆口座振替での前納の申込みはお早めに

　口座振替での①２年前納、②１年前納、③６か月前納(４月～９月分)の申込み締切日は、毎年２月末日です。
　申込み手続は弘前年金事務所又は住民課国保年金係で可能ですので、ご相談ください。

◆注意事項

※すでに口座振替により前納されている方は、再度のお申込みは不要です。ただし、１年前納から２年前納へ
　の変更など、振替の種類を変更される場合は、再度お申込みが必要となります。
※保険料を一部免除された方は、口座振替の前納制度はご利用できません。
※申込みから数週間後に届く｢国民年金保険料口座振替額通知書｣で実際に口座から引き落としされる金額を
確認し、残高不足とならないようにご注意ください。(残高不足により口座から振替できなかった場合は、
次の振替日(２年前納、１年前納の場合は翌年４月末)までの間、割引の無い｢翌月末振替｣となります)

◆令和６年３月以降の口座振替納付について
　令和６年３月から国民年金保険料の口座振替での前納について、年度の途中からまとめて振替できるよう
になります。振替方法に前納(６か月前納、１年前納、２年前納)を選択する場合、令和６年３月以降のお申
込みから、年度の途中からでも口座振替によるまとめ払い(前納)が可能となります。

■お問合せ　住民課国保年金係　88－8179　　弘前年金事務所　☎27ー1339

受　付

こんにちは

国保係
国民健康保険税(国保税)の滞納にご注意を

　特別な事情もなく国保税を滞納し、納付相談などにも応じない場合は、未納期間に応じて次のような措置が
とられます。国保税の滞納は、国民健康保険の運営に支障をきたし、加入者全員に迷惑をかけることになりま
す。国保税は必ず納めましょう。

■資格に関するお問合せ
　住民課国保年金係　88－8179
■納付に関するお問合せ
　税務課収納係　　　88－8151

督促が行われたあとも納めない
でいると、通常の保険証の代わり
に、有効期間の短い｢短期被保険
者証｣が交付されます。

②短期被保険者証を交付

短期被保険者証になると

３か月ごと(18歳未満の
方は６か月ごと)の更新と

なります。

納期限から１年を過ぎても滞納
を続けていると、被保険証を返
却してもらい、代わりに「資格証
明書｣が交付されます。

③資格証明書を交付資格証明書とは

国民健康保険の被保
険者であることを証
明するだけのものです。
医療機関で受診した
際には、医療費をいっ
たん全額自己負担す
ることになります。

◆どうしても納付が難しいときは相談を

　特別な事情により国保税の納付が困難なと
きには、納付相談の上、国保税の分割納付な
どができる場合があります。滞納のままにせ
ず、税務課収納係にご相談ください。

納期限を過ぎると督促が行
われ、延滞金などを徴収さ
れる場合があります。速や
かに納めましょう。

①督促状の送付

振替方法 １回あたりの納付額 割引額 振替日

①２年前納(４月～翌々年３月分) 385,900円 16,100円 ４月末日

②１年前納(４月～翌年３月分) 194,090円 4,150円 ４月末日

③６か月前納(４月～９月分、10月～翌年３月分) 97,990円 1,130円
 ４月末日、

10月末日

④当月末振替(早割)※本来の納付期限よりも

　１か月早く口座から振替する方法
16,470円 50円 当月末日

⑤翌月末振替 16,520円 なし 翌月末日

です

年金だより

　

所  得  区  分 自己負担限度額

現役並み所得Ⅲ ※１ ２１２万円

現役並み所得Ⅱ ※２ １４１万円

現役並み所得Ⅰ ※３ ６７万円

一般Ⅰ 一般Ⅱ ５６万円

低  所  得  Ⅱ    ※４ ３１万円

低  所  得  Ⅰ    ※５ １９万円

　　※１：課税所得690万円以上の方
　　※２：課税所得380万円以上690万円未満の方
　　※３：課税所得145万円以上380万円未満の方
　　※４：世帯員全員が住民税非課税の方

　　※５：世帯員全員が住民税非課税の方のうち、

　　　　　世帯員全員の各所得金額が０円の方

　　　　　(公的年金の場合は収入が年額80万円以下)

 　○自己負担額は支払った額から高額医療費や

　　 高額介護(予防)サービス費を除いた額です。

◆支給対象者

　後期高齢者医療制度に加入している方で、医療

費と介護サービス費の自己負担額の両方の支払い

をした方が支給の対象となります。世帯内に後期

高齢者医療制度に加入している方が複数いる場合

は、世帯で合算します。

◆対象期間

　令和４年８月１日～令和５年７月31日の１年間

◆支給額

　医療府費と介護サービス費の自己負担額の合計が、

所得区分に応じた自己負担限度額(下表)を超えた場

合に、その超えた額が支給されます。ただし、超え

た額が500円以下の場合は支給対象となりません。

後期高齢者医療 高額介護合算療養費支給申請のお知らせ

◆申請に必要なもの

　○支給申請書

　○支給申請のお知らせ

　○後期高齢者医療被保険者証

　○介護保険被保険者証

　○マイナンバー(個人番号)がわかるもの

　　(通知カード又はマイナンバーカード)　

　○印鑑(認印) 

　※申請者と受領者が異なる場合は両者の押印

　　が必要です。

　○通帳(又は通帳の写し)等口座情報のわかるもの

※被保険者が亡くなられている場合は受領申立

書の提出が必要です。

　(事前に提出した場合は不要)

※被保険者以外の方が申請又は受領する場合は

委任状が必要です。

※被保険者以外の方が申請する場合は委任状に

加え、被保険者のマイナンバーがわかるもの

(写しでも可)、申請者の本人確認書類等が必

要です。

※重度心身障がい者医療費の助成を受けている

場合は町へ受領を委任する委任状が必要です。

※対象期間中に青森県後期高齢者医療以外の

医療保険や他市町村の介護保険に加入歴が

あり、自己負担額がある場合は、それらの

保険の自己負担額証明書が必要です。

※成年後見人が申請される場合、登記事項証明

書(３か月以内に発行されたもの)をお持ち

ください。

■お問合せ

　住民課国保年金係　88－8179
　青森県後期高齢者医療広域連合　017－721－3821

　後期高齢者医療制度に加入している方で、医療保険と介護保険の自己負担額の１年間の合計額が、一定

の限度額を超えた場合に、超えた額を高額介護合算療養費として支給します。

　支給要件に該当すると思われる世帯には、青森県後期高齢者医療広域連合から２月下旬(予定)に｢支給申

請のお知らせ｣を送付します。

後期高齢者医療 ｢医療費通知書｣送付のお知らせ

　医療費通知書は、ご自身の受けた医療の状況を知っていただくために年１回お送りするお知らせです。

令和５年１月から12月診療分の医療費通知書は、青森県後期高齢者医療広域連合から２月末に発送します。
　確定申告にご利用される方には、令和５年１月から11月診療分が記載された医療費通知書を発行するこ
とができますので、被保険者番号がわかるもの(被保険者証等)をご用意の上、２月１日から設置するコール

センターへご連絡ください。コールセンターの電話番号は、１月中旬頃に青森県後期高齢者医療広域連合の

ホームページに掲載します。

　なお、確定申告に利用するための１年分の医療費通知情報は、２月９日からマイナポータルでも取得可能です。

■お問合せ　青森県後期高齢者医療広域連合　017－721－3821

◆申請場所　住民課国保年金係
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藤崎町公民館講座のお知らせ ～２月・３月開催講座～

なぎなたをしてみませんか？

　2026年(令和８年)の国民スポーツ大会でなぎなた競技が当町で開催されます。なぎなたは男女問わず、
幅広い年齢層で楽しめる武道です。見学や体験もできますので、お気軽にお越しください！

■申込・お問合せ　藤崎なぎなたサークル　齋藤　☎080ー9633ー0015

◆日　　時　２月６日、20日、27日(毎週火曜日)
　　　　　　午後５時15分～午後６時45分

◆場　　所　スポーツプラザ藤崎　２階柔剣道室

◆参 加 料　毎月300円(同一世帯２人以上500円)

○座学講座｢知っておきたい相続・遺言の知識｣
　相続・遺言について学んでみませんか？

◆日　　時　２月29日(木)　午前10時～午前11時30分
◆場　　所　町文化センター３階　多目的ホール
◆講　　師　青森県金融広報委員会 小野寺 剛 氏
◆材 料 費　無料
◆持 ち 物　飲み物、筆記用具
◆募集人員　20名程度
◆申込締切　２月18日(日)

○古布で作るパッチワーク講座
　古布を使用した、ショルダーバッグ(スマホショルダー)を作ってみませんか？

◆日　　時　３月７日(木)、８日(金)　午前10時～午後３時　(２日間で完成予定)
◆場　　所　町文化センター３階　多目的ホール
◆講　　師　佐藤 せつ子 氏
◆材 料 費　1,500円(税込)
◆持 ち 物　飲み物、昼食、裁縫道具
◆定　　員　先着10名
◆申込締切　２月18日(日)　※材料費を添えてお申込ください。

■申込・お問合せ
　町文化センター　☎75ー3311　　常盤生涯学習文化会館　☎65ー3100

資料館あすか　催し物のお知らせ

○青森県立郷土館連携展

　｢加藤武夫版画展～津軽情景～｣
　本県を代表する木版画家 加藤武夫の四季折々
の詩情豊かに表現された多色木版画の作品をこ
の機会にぜひご鑑賞ください。

◆日　　時　２月12日(月・振休)まで
　　　　　　午前９時～午後４時30分
◆主　　催　常盤ふるさと資料館あすか
◆共　　催　青森県立郷土館

○企画展

　｢ふんちゃぎのねぷた絵師５人展｣
　町在住の絵師５人展です。大型ねぷた絵など
を間近で見れる機会となりますので、ぜひご来
館ください。

◆日　　時　２月23日(金・祝)～３月10日(日)
　　　　　　午前９時～午後４時30分
　　　　　　(最終日は午後３時まで)

【共通事項】
◆休 館 日　月曜日(祝日・休日の場合は翌火曜日)　◆入 館 料　無料

■会場・お問合せ　常盤ふるさと資料館あすか　☎65ー4567

)

 
3 月

■お問合せ　福祉課健康係　88－8197

　満１歳のお誕生日を迎えたらＭＲ(麻し

ん・風しん)の予防接種を受けましょう。

　また、すこやか健診等の日程一覧表は、

町ホームページに掲載しています。

３月７日(木)【１歳６か月児健診】

　●対　象　Ｒ４年７月～８月生

　●受　付　個別に通知します

　●場　所　ふれあいずーむ館

　●持ち物　母子手帳、こどもノート、問診票、

　　　　　　バスタオル、ミルクやおむつ等外出
　　　　　　時に必要なもの

３月21日(木)【３歳児健診】

　●対　象　令和２年７月～８月生

　●受　付　個別に通知します

　●場　所　ふれあいずーむ館

　●持ち物　健診時の持ち物と同じ

３月26日(火)【母子健康相談】

　◆個別相談　※事前予約制

　●対　象　妊産婦及び生後３か月以上の乳幼

　　　　　　児とその保護者

　●時　間　9:15～11:00
　●場　所　町文化センター３階　和室

　●内　容　育児や発育発達について保健師や

　　　　　　栄養士との個別相談ができます。

　●持ち物　健診時の持ち物と同じ

　◆子育てママサロン　※予約不要

　●対　象　妊産婦及び生後３か月以上の乳幼

　　　　　　児とその保護者

　●時　間　9:30～11:00
　●場　所　町文化センター３階　和室

　●内　容　子育て親子同士の交流、

　　　　　　子育ての情報交換

３月６日(水)【こころの健康相談】

　●時　間　9:00～12:00
　●場　所　常盤老人福祉センター

３月8日(金)・15日(金)

【傾聴サロン　おしゃべり&オレンジカフェ】

　●時　間　13:00～15:00
　●場　所　(８日）藤崎老人福祉センター

　　　　　　(15日）常盤老人福祉センター

成人歯科健診をまだ受けていない方へ

　お口の健康は全身の健康と深い関係があります。

　歯周病を放置すると大切な歯を失うばかりではなく

身体の病気まで引き起こしかねません。

　町では、健康増進法で定められた40、50、60、70歳
の町民の方に、歯科健診の受診券を令和５年４月に送

付しています。対象者は、無料で歯科健診を受けるこ

とができますので、まだ歯科健診を受けていない方

は、ぜひこの機会に受けましょう。

◆検診の内容

○問診

　歯や口の状態をうかがって、お口の状態を把握します

○歯科及び歯周疾患の検査

　歯や歯肉の状態、かみ合わせの状態、粘膜の状態を

　把握します

○事後指導

　異常なし・要指導・要精密検査などに分類し、指導や

　必要な処置の説明を受けることができます

※受診券をなくされた方は、福祉課健康係までご連絡

　ください。

■お問合せ　福祉課健康係　☎88－8197

かさこさんとお話をしましょう
～相手のことを知るためには？～

　初めて会う人と話をすることはなかなか難しいもの

です。会話をつなぎ、相手のことを詳しく知るために

はどうすればいいのか…。藤崎町地域おこし協力隊で

開運心理カウンセラーとしても活躍されてる｢かさこさ

ん｣こと笠原 綾子さんに、相手のことを引き出すための

コツを聞いてみませんか？あたたかい飲み物を準備し

てお待ちしております。

◆日　時　２月９日(金)　午後１時30分～午後２時30分
◆場　所　藤崎老人福祉センター集会室

　　　　（おしゃべり＆オレンジカフェ内）

◆講　師　藤崎町地域おこし協力隊 笠原 綾子 氏

◆対象者　どなたでも参加可能です(申込不要)

■お問合せ　福祉課健康係　☎88－8197

わくわく♪わっこの会の冬のおはなし会

　地域子育て支援センターでは｢わくわく♪わっこの会

の冬のおはなし会｣を開催します。

　親子で一緒に楽しい時間を過ごしませんか？

◆日　時　２月28日(水)　午前10時30分～正午
◆場　所　町地域子育て支援センター(藤崎保育所内)

◆対象者　在宅の未就学時と保護者

◆申込締切　２月21日(水)

■お問合せ　町地域子育て支援センター　☎75－6131

２月29日まで！
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～脳卒中になりたくない～ 高血圧予防で介護予防

　町の健康課題の一つである高血圧予防の取組として、高齢者の地域

サロンに町の保健師や栄養士が出向き、健康教育を実施しています。

高血圧になる仕組みを学び、減塩など食生活改善への取組を促すこと

で、高齢者が介護を必要としない生活ができるように支援しています。

　脳卒中の仕組みと、高血圧予防として日常生活で取り組めることに

ついて、町保健師と栄養士に聞きました。

　脳卒中(脳出血や脳梗塞など)は、

突然倒れてしまう脳の病気です。

脳卒中になると、片側の手足の麻

痺・しびれ、口が思うように動か

ず呂律が回らないなどの症状があ

ります。

脳卒中の仕組み

　肥満、高血圧症や糖尿

病の治療をしている方は

血管が傷んでいます。毎日

の食事に、青魚やアブラナ

科の野菜などの食材を取

り入れてみてください。

高血圧予防は減塩・減量

町保健師・栄養士

血管を守る食べ物

　高血圧の薬を服用している場合でも、薬の

効きを良くするために、肥満の方は減量をし

ましょう。町では介護予防の運動教室を開催

していますので、ぜひ参加してみてください。

　また、減塩も大切です。健康教育の参加者

には｢ちょいかけ醤油スプレー｣を無料で配付

しています。最近はスーパーでもいろいろな

減塩商品が販売されていますので、上手に活

用してください。

ちょいかけ醤油スプ

レーは町の保健師・

栄養士も普段から活

用しています！

青魚

(サンマ、イワシ、  

 サバ等)

アブラナ科の野菜

(ブロッコリー、チン

 ゲン菜、小松菜等)

■お問合せ　福祉課介護保険係　88ー8189

地域サロンで健康教育

　脳卒中と血圧の仕組みについて、写真やイラストで分

かりやすく説明します。｢ちょいかけ醤油スプレー｣を配

付し、減塩に取り組んでもらいます。

｢血圧のお話｣

　高血圧予防は｢減量・減塩｣がキーワードです。高齢者は

何をどれだけ食べればよいのかを、フードモデルを使って

説明し、魚や野菜の選び方を学びます。また、減塩食品の

紹介もします。

｢高血圧予防のお話」

　健康教育では、健康状態に関する質問票を

実施し、皆さんの状態に合ったサービスや介

護予防教室をご案内したり、自宅訪問もして

います。また、町食生活改善推進員会が、薄

味でもおいしい料理の試食提供をすることも

あります。

健康教育に興味がある町内会や地域サロンは、

次の連絡先までご連絡ください。

Ｑ脳卒中とはどんな病気ですか？

　脳の血管が詰まったり破裂する

ことで起こります。脳の血管は、

血管の壁が薄く、細くて非常に長

い血管が折りたたむようにして頭

部に収まっています。そして、折

りたたまれたカーブの部分にかか

る圧が高くなると、脳の血

管は破れてしまいます。脳

の血管は高血圧にとても
弱いと言えます。

Ｑ脳卒中はどのようにして起こる
　のですか？

Ｑ血管を守るためにはどうすれば良いですか？

Ｑ高血圧予防で気をつけることはありますか？
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◎休館日のお知らせ

☆２月の休館日
　５日(月)～９日(金)･13日(火)･19日(月)･26日(月)・29日(木)
※２月６日(火)～９日(金)は蔵書点検のため、２月29日
　(木)は図書整理のため休館となります。

　蔵書点検期間は１年１回館内すべての本の所在・汚

破損等の確認を行っています。ご不便をおかけします

が、ご協力をお願いします。

※蔵書点検期間中に本の貸し出しはできません。

※休館日に図書を返却する場合は、正面玄関脇の返却

　ポストをご利用ください。

※｢県立図書館オンラインサービス・遠隔地返却サービス｣

　をご利用の方は、ふれあいずーむ館窓口へお越しく

　ださい。

　12月16日(土)ふれあいずーむ館で｢見えないけれど大
切なもの｣をテーマにおはなし会を開催し、約40人の参
加者が楽しみました。大切な人にあげたいプレゼントを

かいたカードを飾るワークショップで、大切な人のこと

を思い浮かべ、一足早いクリスマスを楽しみました。

◎おはなし会開催のお知らせ

☆一般図書
○「イチゴ高設栽培の作業便利帳」 伏原 肇‖著

○「戦国武将伝」 今村 翔吾‖著

○「小説ゴルフ人間図鑑」  江上 剛‖著

○「墓じまいラプソディ」 垣谷 美雨‖著

○「人間標本」 湊 かなえ‖著

○「タスキ彼方」 額賀 澪‖著

○「ラストエンペラー」 楡 周平‖著

○「大仏ホテルの幽霊」 カン ファギル‖著

○「三淵嘉子と家庭裁判所」 清永 聡‖編著

○「地名散歩」 今尾 恵介‖著

○「文房具から始める勉強法入門」　　 みおりん‖著

○「世界で１番かわいいお菓子」 こぐまいたん‖著

☆児童図書
○「木にとまりたかった木のはなし」 黒柳 徹子‖作

○「じぶんをすきになるおまじない」  高橋 うらら‖作

○「まめまき！まめまき！」 西村 敏雄‖さく

○「おんせんぽかぽか」 パト・メナ‖作・絵

○「あたしデイズ」 いとう みく‖作

○「47都道府県おもしろ条例図鑑」 長嶺 超輝‖著

☆郷土
○「シソンヌじろうの自分探し」 シソンヌじろう‖著

ほか

※都合により、一部納期が遅れることがあります。

◎最新着図書

◎クリスマスおはなし会を開催しました！

町図書館大夢
☎ 75－2288

開館時間9:00～17:00

☆定期おはなし会
○い　つ　２月10日(土)　午前10時～午前11時
○どこで　常盤生涯学習文化会館

○おはなし　ときわっ子本の会

○テーマ　｢この冬一番のおはなし｣

○対　象　児童、その他おはなしの好きな方

いろいろなおはなしを楽しめます！みんなきてね♪

☆定期おはなし会｢おはなしのとびら｣
○い　つ　２月17日(土)　午前10時～午前11時
○どこで　ふれあいずーむ館　研修室

○おはなし　わっこの会

○テーマ　｢昔ばなしでわくわく｣

　　　　　ももたろう　ほか

○対　象　幼児・児童(保護者含む)

◎図鑑など買い換えました！

新しい図鑑やみんなが大

好き漫画歴史シリーズを

買い換えました！！

児童特設コーナーで貸し

出ししていますので、ぜ

ひご利用ください。

◎寄贈ありがとうございます

健部 伸明 様(小畑)　1冊
｢ナイトランド・クォータリー　№34｣

◎企画展示のご案内

★一般　｢芥川賞・直木賞受賞・候補作｣特集

★児童　｢小学生が選ぶ！こどもの本総選挙｣

午前 時
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講
師
募
集
の
お
知
ら
せ

　

公
立
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
令

和
６
年
４
月
か
ら
勤
務
が
可
能
な
、

児
童
・
生
徒
の
指
導
に
当
た
る
講
師

(

臨
時
的
任
用
職
員)

を
募
集
し
て
い

ま
す
。｢

短
時
間
な
ら
で
き
そ
う｣

な

ど
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格

　

小
・
中
学
校
の
教
員
免
許
状
を
所

有
し
て
い
る
人

※｢

臨
時
免
許
状｣

を
授
与
す
る
こ
と

　

に
よ
り
、
所
持
免
許
状
以
外
の
校

　

種
・
教
科
の
指
導
が
で
き
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

(

例)

中
学
校(

数
学)

の
免
許
状
を
有

　

し
て
い
る
方
が
小
学
校
で
教
科
指

　

導
が
で
き
る
。

◆
応
募
方
法

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

二
次
元
コ
ー
ド)

か
ら｢

青
森
県
公
立
学
校
臨
時
的
任

用
職
員
志
願
書｣

を
印
刷
・
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　

県
教
育
庁

　

中
南
教
育
事
務
所

　

☎
32
ー
４
４
５
１

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
と
は
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
の
団

体
活
動
に
お
け
る
事
故
を
補
償
す
る

制
度
で
、
４
名
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
加
入
で
き
る

保
険
で
す
。

　

☎
27
ー
３
８
７
１

☎
27
ー
３
８
７
１

国
家
公
務
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
国
家

公
務
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。(

当
日
受

信
有
効)

◆
総
合
職(

院
卒
者
・
大
卒
程
度)

○
申
込
受
付
期
間

　

２
月
５
日(

月)

〜
２
月
26
日(

月)

○
第
一
次
試
験
日

　

３
月
17
日(

日)

◆
一
般
職(

大
卒
程
度)

○
申
込
受
付
期
間

　

２
月
22
日(

木)

〜
３
月
25
日(

月)

○
第
一
次
試
験
日

６
月
２
日(

日)

◆
一
般
職(

高
卒
者)

○
申
込
受
付
期
間

　

６
月
14
日(

金)

〜
６
月
26
日(

水)

○
第
一
次
試
験
日

９
月
１
日(

日)

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資
格
な

ど
の
詳
細
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の｢

国
家
公
務
員
採
用
試
験
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ｣
を
ご
覧
に
な
る
か
、
次
の
問

合
せ
先
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　

人
事
院
東
北
事
務
局 

第
二
課 

試
験
係

　

☎
０
２
２
ー
２
２
１
ー
２
０
２
２

第
５
回
青
森
県
県
民
公
開

講
座
の
お
知
ら
せ

◆
日　

時　

２
月
20
日(

火)

　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時

◆
場　

所　

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　

公
益
財
団
法
人

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　

☎
０
５
７
０
ー
０
８
７
１
０
９

　

(

固
定
電
話)

　

☎
０
３
ー
５
５
１
０
ー
０
０
３
３

　

(

携
帯
電
話)

自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募
集
し
ま

す
。
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
自
衛

隊
弘
前
地
域
事
務
所
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◆
予
備
自
衛
官
補(

一
般)

・(

技
能)

○
資
格(

一
般)

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

○
資
格(

技
能)

18
歳
以
上
で
採
用
要
綱
に
記
載
さ

れ
た
国
家
資
格
を
有
す
る
者

○
受
付
期
間

　

４
月
11
日(

木)

ま
で

○
試
験
日

　

４
月
６
日(

土)

〜
４
月
21
日(

日)

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す

◆
医
科
・
歯
科
幹
部

○
資
格

　

医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者

○
受
付
期
間

　

２
月
１
日(

木)

〜
６
月
６
日(

木)

○
試
験
日

　

６
月
21
日(

金)

■
お
問
合
せ

　

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　

弘
前
地
域
事
務
所

　

☎
27
ー
３
８
７
１

役場75－3111　常盤出張所65－2111　上下水道課75－6025　教育委員会69－5010　ずーむ館75－2288　　　　町文化センター75－3311　常盤生涯学習文化会館65－3100　スポーツプラザ藤崎75－3323　常盤ふるさと資料館あすか65－4567 お知らせ

Ｊアラートの情報伝達試験を実施します

◆放送日時　２月９日(金)　午前11時頃　※災害等の状況により放送を中止する場合があります。
◆放送内容　①上りチャイム音　②｢これは、Ｊアラートのテストです。｣を３回繰り返す。

　　　　　　③｢こちらは、防災藤崎広報です。｣　④下りチャイム音

　Ｊアラート(全国瞬時警報システム)とは、大規模な自然災害や弾道ミサイル攻撃などの情報を、

町防災行政無線を通じて国から住民へ直接瞬時に伝達するシステムです。国では、緊急時における

住民への情報伝達体制に万全を期すため、Ｊアラートの全国一斉情報伝達試験を行います。

■お問合せ　総務課防災係　☎88ー8295

①
弘
前
大
学
医
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
２
階

②
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
１
階

　

脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総
合
支
援
セ

　

ン
タ
ー

③
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
て
配
信

◆
内　

容

〈
午
後
３
時
〜
午
後
３
時
15
分
〉

　

脳
卒
中
後
の
維
持
期
の
リ
ハ
ビ
リ

　

に
つ
い
て

○
講　

師

　

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
医
療

　

技
術
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門

　

理
学
療
法
士 

佐
藤 

翔

〈
午
後
３
時
15
分
〜
午
後
３
時
30
分
〉

　

脳
卒
中
後
の
在
宅
療
養
に
つ
い
て

○
講　

師

　

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

社
会
福
祉
士 

佐
藤 

誠
人

〈
午
後
３
時
30
分
〜
午
後
４
時
〉　

　

個
別
相
談
会　

※
希
望
者
の
み

◆
参
加
費　

無
料

◆
定　

員

　

①
・
③
は
各
１
０
０
名
、②
は
10
名

◆
申
込
方
法

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、

　

電
話
又
は
メ
ー
ル(no

ushincenter

　

@
hiro
saki-u.ac.jp)

で

　

お
申
込
く
だ
さ
い
。

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す

■
お
問
合
せ

　

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総
合

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
39
ー
５
４
５
９

町の人口と世帯数

12月31日現在 前月比

人口　男   6,776人 ー２

　　　女   7,646人 ー10

合計 14,422人 ー12

世帯 6,181世帯 ＋１

２月の町税等の納期

納期限は２月29日(木)です

●国民健康保険税　　　　第８期

●介護保険料　　　　　　第８期

●後期高齢者医療保険料　第８期

交通事故発生状況

(令和５年12月31日現在)

件数 死者数 傷者数

町　内 28件 ０人 34人

(前年比) (＋３) (０) (＋３)

県　内 2,619件 45人 3,099人

(前年比) (＋244) (＋14) (＋246)

　

窓籍戸 の １２月届出分

※この欄に載せたくない方は、届出の時に窓口に申し出てください。

～お誕生おめでとうございます～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(　　)内保護者

西豊田三　小　山　結依
ゆいは

羽(拓真) 葛　野　大　藤　羽
ういと

　純(朋美)

富　柳　大　崎　楽
ら　ら

　々(光貴) 俵　舛　横　嶋　琉
る　と

　翔(一樹)

朝日町　新　谷　琉　月
る　か　 

(慧太)

～お悔やみ申しあげます～

伝　馬　平　田　勝日子(72) 中　島　久保田　清　兼(79)

木挽町　中　田　敏　克(85) 葛　野　宮　川　光　枝(82)

徳　下　中　村　　實　(91) 西豊田二　三　上　美　喜(94)

若　柳　白　戸　文　雄(69) 曲新田　藤　本　淑　子(93)

水　木　敷　浪　せ　つ(89) 俵　舛　佐　藤　初　美(83)

西豊田三　神　山　ヤ　ナ(92) 福　島　山　内　キクエ(97)

水　沼　佐々木　　修　(91) 下俵舛　工　藤　　勉　(91)

下俵舛　中　村　睦　男(78) 藤　越　三　浦　千代藏(88)

水　木　水　上　り　よ(98) 久井名舘　　今　　一　藏(79)

仲　町　小笠　　睦　男(82) 福　舘　對　馬　　照　(92)

　

横
山

樹
さ
ん（
水
木
）が
、
県
内
の
稲
作
部
門
で
最
も
権
威
の
あ
る｢

田
中
稔
賞｣

を
受
彰
し
ま
し

た
。
横
山
さ
ん
は
、
令
和
５
年
１２
月
１９
日
に
ホ
テ
ル
青
森
で
開
催
さ
れ
た｢

青
森
の
米
づ
く
り
新
時

代｣

推
進
大
会
で
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
、
壇
上
で
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
取
組
内
容
や
農
業
者
と

し
て
の
思
い
、
今
後
の
抱
負
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

田
中
稔
賞
を
受
彰
し
た
横
山
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。 

　

田
中
稔
賞
を
受
彰
し
た
感
想

　

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
と
聞
い
た
時
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
が
、
ま
さ
か
本
当
に
受
彰
で
き
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
て
素
晴
ら
し
い
賞
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
津
軽
み
ら
い
農
協

な
ど
、
様
々
な
方
々
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
へ
の
思
い
・
抱
負

　

今
後
は
、｢

は
れ
わ
た
り｣

の
生
産
に
力
を
入
れ
、

ど
の
家
庭
で
も
気
軽
に
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
親

し
み
の
あ
る
お
米
と
し
て
生
産
の
拡
大
を
目
指
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
、
一
人
前
の
農
業
者
と
し
て
成
長
で
き
る

道
筋
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

お
米
の
生
産
地
と
し
て
地
元
か
ら
盛
り
上
が
っ
て

い
け
れ
ば
農
業
者
と
し
て
の
励
み
に
な
る
の
で
、
美

味
し
い
お
米
を
沢
山
食
べ
て
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

第
４３
回

田
中
稔
賞
受
彰

横
山 

樹 

さ
ん

壇上で取組内容を発表する横山さん

田中稔賞とは？

　稲作農業などを

模範的に実施し、協

調性・指導性により

地域農業の振興に

寄与し、青森県の稲

作農業の発展に顕

著な業績を上げた

個人又は団体に贈

られる稲作部門で

最も権威のある賞

表彰状を受け取る横山さん



広報ふじさきに関するご意見・ご要望は、経営戦略課企画調整係までお寄せください。

■編集・発行　藤崎町経営戦略課企画調整係　〒038-3803 青森県南津軽郡藤崎町大字西豊田一丁目１番地

TEL 0172-75-3111(代表)、0172-88-8258(企画調整係直通)　FAX 0172-75-2515　■URL http://www.town.fujisaki.lg.jp/

　

元
旦
に
、
常
盤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

(

会
長 

石
澤 

貴
幸)

が
常
盤
八
幡
宮
に
年
縄

を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

年
縄
奉
納
行
事
は
、
町
の
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
伝
統
行
事
で
、

毎
年
五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全
、
無
病
息
災

の
願
い
を
込
め
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
と
同
様
、｢

清
裸
参
拝(

裸
参
り)｣

は
断
念
し
ま
し
た
が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
年

縄
を
乗
せ
、
と
き
わ
は
や
し
保
存
会
に
よ

る
登
山
囃
子
と
と
も
に
、
常
盤
地
域
内
を

一
巡
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
常
盤
八
幡
宮

へ
年
縄
を
奉
納
し
、
熟
練
の
技
で
年
縄
を

鳥
居
に
飾
り
付
け
ま
し
た
。

常盤コミュニティ協議会

会長 石澤 貴幸 さん

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
終
息
し
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
健
康

に
過
ご
せ
る
一
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
年
縄
を
奉
納
し
ま
し
た
。

年縄の到着を沿道→

で待つ家族　

←軽トラックに年縄　
　を乗せ、いざ出発！

↑奉納物を飾り付ける

　技術は熟練の技！

※エネルギー94kcal/たんぱく質10.9ｇ/脂質4.2ｇ/　
　炭水化物5.1ｇ/食塩相当量1.7ｇ

材料

ゆきな …１袋(約200ｇ)

ベビーほたて …100ｇ

ごま油 …大さじ１/２

オイスターソース　  …大さじ１

鶏がらスープの素  …小さじ１/２

こしょう …適量

２人分

作り方

ゆきなは洗って３～４cm幅に切る。ベビー
ホタテはキッチンペーパーで水気をふく。

フライパンにごま油を入れて熱し、中火
で１を炒める。

ゆきながしんなりしたら、オイスター
ソースと鶏がらスープの素を加えてさら
に炒める。

火を止めて、こしょうで味をととのえる。

１

２

３

４

ゆきなは強い抗酸化作用をもつビタミンＡ
エース

ＣＥ(ビタミンＡの一種であるβ-カロテン、ビタミンＣ・Ｅ)が揃って
いるため、相乗効果でがん予防や生活習慣病予防への強い効果が期待できるといわれています。また、葉や茎が
柔らかく、味にクセがないので、煮物、汁物、炒め物など幅広い調理法で食べられます。

ポイント

ふじさキッチン
１日３食 野菜を食べよう！

お問合せ　福祉課健康係

      　　☎88－8197

ゆきなとほたてのオイスター炒め
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